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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 27,218 35.2 679 ― 618 ― 357 ―

21年12月期第3四半期 20,134 ― △147 ― △251 ― △698 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 132.47 ―

21年12月期第3四半期 △258.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 21,448 2,204 10.0 794.14
21年12月期 20,271 2,084 10.1 757.15

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  2,144百万円 21年12月期  2,044百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 8.50 8.50
22年12月期 ― 0.00 ―

22年12月期 
（予想）

8.50 8.50

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,004 21.9 667 ― 532 ― 292 ― 108.14



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q  2,700,000株 21年12月期  2,700,000株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  77株 21年12月期  77株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q  2,699,923株 21年12月期3Q  2,699,923株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 平成22年12月期第３四半期連結累計期間における内外経済を概観いたしますと、国内景気は猛暑に伴う家電需要や

エコカー補助金制度などによる消費喚起、また、新興国の需要回復等を背景に、足元の景況感は穏やかに改善の兆し

が見えましたが、欧米景気の低迷で急激に進んだ円高や株安の長期化により、企業マインドが悪化して国内の設備投

資や雇用情勢は厳しい状況が続いており、先行きは依然として不透明感が滲んでおります。 

 このような経営環境下、当第３四半期連結累計期間の経営成績は下記のとおりとなりました。 

 日本は、電子部品実装部門において、情報通信機器用が景気回復基調に伴い需要が回復しており、アミューズメン

ト機器用は年度初から堅調な受注を確保いたしております。機構組立部門においては、一眼レフを中心とするデジカ

メ市場の需要が好調でレンズ組立受注が安定推移いたしております。 

 アジアは、香港・中国深圳子会社の電子部品実装部門において、レーザービームプリンター用、情報通信機器用が

回復してきており、また、取引先の多層化・製品多層化に伴い、多品種・小ロット生産に適した生産体制が進んでお

ります。中国無錫子会社においては、昨年来のレンズ組立事業が安定して電子実装部門とともに事業の二本柱として

本格化してきております 

 以上の結果、連結売上高は27,218百万円（前年同期比35.2％増）となりました。 

 日本、海外ともグループ全体で従来の生産・部材調達体制を全面的に見直す製造経費、販売費及び一般管理費削減

策が定着効果を表し、連結営業利益は679百万円（前年同期は147百万円の営業損失）となりました。 

 一昨年の米国リーマンショックに端を発する世界的な金融不安を背景に、手元流動資金確保を優先してまいりまし

たが、ドル円とも低金利環境で費用全体に占める支払利息負担増は軽微にとどまり営業外収支は改善いたしておりま

す。以上の結果、連結経常利益は618百万円（前年同期は251百万円の経常損失）となりました。 

 これに、海外子会社における固定資産売却損益、法人税等及び少数株主利益を加減した結果、連結四半期純利益は

357百万円（前年同期は698百万円の純損失）となりました。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は21,448百万円(前連結会計年度末比1,176百万円増)となりました。

 流動資産は、受取手形及び売掛金並びに原材料及び貯蔵品が増加したこと等により、17,184百万円(前連結会計年

度末比1,331百万円増)となりました。  

 固定資産は、建物及び土地が増加した一方、機械装置の売却等により、4,263百万円(前連結会計年度末比154百万

円減)となりました。 

  当第３四半期連結会計期間末における負債は19,244百万円(前連結会計年度末比1,056百万円増)となりました。  

 流動負債は、短期借入金が減少した一方、支払手形及び買掛金並びに未払法人税等が増加したこと等により、

13,889百万円(前連結会計年度末比913百万円増)となりました。  

 固定負債は、社債及び長期借入金の増加等により、5,355百万円(前連結会計年度末比143百万円増)となりました。

 純資産合計は、円高の影響により為替換算調整勘定が悪化した一方、株主資本が増加したこと等により、2,204百

万円(前連結会計年度末比119百万円増)となりました。 

  

(キャッシュ・フローの状況) 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

466百万円減少し、2,637百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は下記のとおりであります。 

① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

  営業活動の結果獲得した資金は412百万円(前年同期比375百万円増)となりました。 

  売上債権の増加905百万円及びたな卸資産の増加1,117百万円があった一方、税金等調整前四半期純利益604百万 

  円及び仕入債務の増加1,618百万円があったこと等によるものであります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 

  投資活動の結果使用した資金は422百万円(前年同期比256百万円増)となりました。 

  有形固定資産の取得による支出453百万円があったこと等によるものであります。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 

  財務活動の結果使用した資金は342百万円(前年同期は741百万円の獲得)となりました。 

  社債の発行390百万円があった一方、短期借入金の純減242百万円、社債の償還354百万円及び長期借入金の純減 

 105百万円があったこと等によるものであります。  

   

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年12月期の業績予想につきましては、平成22年８月５日に開示いたしました「業績予想の修正に関するお知ら

せ」から変更ありません。  

  

  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① たな卸資産の実地棚卸の省略 

 第２四半期連結会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっておりま

す。 

② 固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産の減価償却については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。  

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,647,851 3,114,458

受取手形及び売掛金 7,466,002 6,854,618

商品及び製品 532,855 712,780

仕掛品 473,307 261,609

原材料及び貯蔵品 5,114,821 4,305,311

繰延税金資産 35,920 12,890

その他 914,789 592,546

貸倒引当金 △554 △554

流動資産合計 17,184,993 15,853,660

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 2,962,117 2,909,489

減価償却累計額 △1,827,595 △1,780,938

建物及び構築物（純額） 1,134,521 1,128,551

機械装置及び運搬具 4,300,372 4,571,836

減価償却累計額 △2,417,690 △2,464,916

機械装置及び運搬具（純額） 1,882,681 2,106,920

土地 185,568 150,198

建設仮勘定 15,219 －

その他 625,556 606,773

減価償却累計額 △394,146 △355,366

その他（純額） 231,409 251,406

有形固定資産合計 3,449,401 3,637,077

無形固定資産 93,601 102,303

投資その他の資産   

投資有価証券 260,726 225,880

保険積立金 371,011 363,837

繰延税金資産 29,741 25,649

その他 93,556 98,111

貸倒引当金 △34,662 △34,662

投資その他の資産合計 720,373 678,816

固定資産合計 4,263,376 4,418,197

資産合計 21,448,370 20,271,857
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 7,583,634 6,350,476

短期借入金 2,648,300 3,092,918

1年内返済予定の長期借入金 2,012,328 2,229,048

1年内償還予定の社債 483,000 476,500

未払法人税等 184,485 31,889

賞与引当金 23,100 －

その他 954,184 795,186

流動負債合計 13,889,032 12,976,018

固定負債   

社債 481,000 451,500

長期借入金 4,842,500 4,731,642

繰延税金負債 1,183 2,326

退職給付引当金 18,164 11,116

その他 12,289 14,585

固定負債合計 5,355,138 5,211,170

負債合計 19,244,170 18,187,188

純資産の部   

株主資本   

資本金 856,300 856,300

資本剰余金 563,300 563,300

利益剰余金 1,318,716 984,546

自己株式 △50 △50

株主資本合計 2,738,266 2,404,096

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △35,556 △50,099

繰延ヘッジ損益 △338 △343

為替換算調整勘定 △558,263 △309,394

評価・換算差額等合計 △594,158 △359,837

少数株主持分 60,091 40,410

純資産合計 2,204,199 2,084,668

負債純資産合計 21,448,370 20,271,857
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 20,134,123 27,218,526

売上原価 19,228,280 25,388,649

売上総利益 905,842 1,829,877

販売費及び一般管理費 1,053,031 1,150,835

営業利益又は営業損失（△） △147,188 679,041

営業外収益   

受取利息 2,713 2,241

受取配当金 5,280 4,845

消耗品等売却益 － 28,105

為替差益 － 31,377

その他 43,888 46,293

営業外収益合計 51,881 112,862

営業外費用   

支払利息 121,732 130,802

その他 34,211 43,073

営業外費用合計 155,944 173,875

経常利益又は経常損失（△） △251,251 618,028

特別利益   

固定資産売却益 54 4,089

投資有価証券売却益 11,380 2

特別利益合計 11,435 4,091

特別損失   

固定資産売却損 6,881 17,035

固定資産除却損 37,621 277

減損損失 32,182 －

たな卸資産評価損 319,700 －

投資有価証券売却損 6,389 4

投資有価証券評価損 313 －

特別損失合計 403,088 17,317

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△642,904 604,802

法人税等 50,050 227,462

少数株主利益 5,085 19,681

四半期純利益又は四半期純損失（△） △698,040 357,658
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△642,904 604,802

減価償却費 488,424 430,023

受取利息及び受取配当金 △7,993 △7,086

支払利息 121,732 130,802

社債発行費 6,984 4,883

為替差損益（△は益） 16,168 37,168

有形固定資産売却損益（△は益） 6,827 12,946

有形固定資産除却損 37,621 277

投資有価証券売却損益（△は益） △4,990 2

投資有価証券評価損益（△は益） 313 －

減損損失 32,182 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,741,860 △905,735

たな卸資産の増減額（△は増加） 985,027 △1,117,547

仕入債務の増減額（△は減少） 773,401 1,618,800

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,200 23,100

退職給付引当金の増減額（△は減少） 375 7,047

未収消費税等の増減額（△は増加） 125,953 △18,177

未払消費税等の増減額（△は減少） 16,629 △1,591

その他 △20,963 △177,040

小計 197,129 642,674

利息及び配当金の受取額 8,174 7,538

利息の支払額 △123,625 △128,343

法人税等の支払額 △104,181 △109,209

法人税等の還付額 59,273 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 36,770 412,660

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △10,000 －

有形固定資産の取得による支出 △165,304 △453,399

有形固定資産の売却による収入 14,221 43,309

無形固定資産の取得による支出 △756 △884

投資有価証券の取得による支出 △50,778 △14,944

投資有価証券の売却による収入 69,409 1,629

その他 △22,700 2,062

投資活動によるキャッシュ・フロー △165,908 △422,227

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 809,037 △242,695

長期借入れによる収入 1,700,000 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △1,816,899 △1,805,861

社債の発行による収入 400,000 390,000

社債の償還による支出 △321,000 △354,000

配当金の支払額 △20,800 △22,883

その他 △8,788 △7,178

財務活動によるキャッシュ・フロー 741,547 △342,619
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △29,339 △114,420

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 583,070 △466,606

現金及び現金同等物の期首残高 1,749,215 3,104,458

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,332,285 2,637,851
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該当事項はありません。  

  

  

１ 事業の種類別セグメント情報  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至平成21年９月30日） 

 電子部品受託加工事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別のセグメント情報の記載を省略しております。 

 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至平成22年９月30日） 

 電子部品受託加工事業の売上高、営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別のセグメント情報の記載を省略しております。 

２ 所在地別セグメント情報  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア……中国、台湾、ベトナム等 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本

（千円） 
アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  8,658,871  11,475,251  20,134,123  ―  20,134,123

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 2,079,418  1,584,544  3,663,962 ( )3,663,962  ―

計  10,738,289  13,059,795  23,798,085 ( )3,663,962  20,134,123

営業利益又は営業損失(△)  400,239  △383,521  16,718 ( )163,907  △147,188

  
日本

（千円） 
アジア
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  11,185,195  16,033,331  27,218,526  ―  27,218,526

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 3,785,962  1,971,265  5,757,227 ( )5,757,227  ―

計  14,971,157  18,004,596  32,975,754 ( )5,757,227  27,218,526

営業利益  867,267  21,246  888,514 ( )209,472  679,041
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３ 海外売上高  

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 （注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する国又は地域の内訳 

アジア…中国、台湾、ベトナム等 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

該当事項はありません。  

  

  

  アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）   11,383,434  11,383,434

Ⅱ 連結売上高（千円）  ―  20,134,123

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 56.5  56.5

  アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）   16,033,331  16,033,331

Ⅱ 連結売上高（千円）  ―  27,218,526

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 58.9  58.9

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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